
再評価結果 (令和 4年度事業静墜続箇所)

ヽ
※

長崎県
甲案名

一般回道499号 諜坐転機)

1. 3 0km堅密許零薯餅至長 県
醒終 点

65与 (栄上拡幅)は 4車線拡幅を行うことで交通容量不足による渋滞を解消し、地域を
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口交通安全性の向上 (歩道整備による歩行者及び自転車の安全確保)

B防災機能の向上 (災害時の緊急輸送適路としての機能強化)
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令和 4年度 第 1

長崎県
′ム`其事業評価監視委員会

ロ

再評価対象事業

1     道路改築事業1道
建-1 -般 国道499号

(栄上拡幅 )

事業主体 長崎県

再評価
の理由

再評価後変更

Ｎ奉

Lこ 1 3kni Wi13.0(220)m

1.審議経過

審議経過 再鰤 腿 由
工期 事業賣

(億円)

B/C 備考

猫エ 完了

当初
(情 19新規絆個)

H20 H27 35.0 2,20
【工事概要】
延長と,3km
幅員13.0(22.0)m

第 1回鶴
(H29年度)

事業採択後
10年経過

川20 H32 39.0 1.26
【当初評価からの変更概妻】
用地取得手続き難航による工期延長
軟弱地盤対策による事業資増頷

第2回雪路
(Rと年層E,

再評価後変更
(工期・事業資)

劇20 R5 4410 1.10
【前回評価からの変更ⅢR兒要〕
用地取得手続き難航による工期延長

掘削吉Bの岩質見直しによる事業資増額

第3回宙協

(R4年度)

再評価後変更
(工期・事業賢)

H20 Rフ 53.0 1.05 `前

回評価からの変更概要】

用地取得手続き難航による工期延長

物件調査、残土処分場の変更による

事業受増額
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2.目 白争 事業概要 Bこれまでの経緯

◆目的

栄上拡中属は、国道499号における延長約1.3kmの2車線区間であり、

渋滞解消および歩行者等の安全確保を目的としている。

◆事業概要      ◆事業経過       ◆標準断面

計画延長等 と=1.30km

幅   員 W43.0(22・ 0)m

計画交通量

(R22)
12,574台′日

平成20年度 事業化

平成21年度
平成22年度

用地買収着手
工事着手

令和 3年度
末現在
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暫定供用済
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3.事業の効果臣必要性

<渋滞の解消>
県道深堀三和線の合流による交通容量の不足から渋滞が発生しており、円
滑な車両通行が確保きれていない。業上工区北側の竿ノ浦工区は4車様化
供用済であり、本工区の整備により露遭408号の更なる渋滞解消が口られる。

<歩行者の安全確保>
現選は、歩越が狭小かつ一部未整備であり、か行
者の安全が確保されていない。本工区の整備により
安全な歩越空間の確保が図られる。

産 れ石町
栄上拡幅 延長=1,300m

口逮40e丹

盟 野母博

4



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】
44,0億円 (前回)

⇒53t O億 円 (今回)

iO補償資の空夏

のは事肉書の糞買

その強

計

約6億円

約2億円

舶▲は同

約9億 円

強件関空に停う相横員の増

残土処分始の変更(近韓の残土処分増受け入れ田搬)

"幕
'資精単価等の上昇

栄上拡幅  全体 計画 延長=1,300m幅 員=13.0(22,0)m
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◆工租 至 野母崎

前回

裁判終了予定 (R3.3)

R,二  地貰歯査

6

4,事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【尭7工期】RS(前回)→毘 (今回)

口 用地取得において、地相をの時効取得手続きに日数を要している。

①  土地の名義人と土地管理者に相違があり、時劾取得手続(相続
人約700名 )に時間を要している。(令和5年 3月 壊歳中il終 了予定、
令和5年 9月 頃契約予定)

査夏

↓裁判終了予定 (R5.3)



5.社会経済情勢等の変化
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L写1.3km W=13,0(22,0)m

7
駐車場の利用状況

6.事業の投資効果

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
a道路整備に要する事業資、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕
・費用便益分析マニュアルの改定

→原単位(価格)の増加

〔マイナス要因〕
・事業資の増 (補償内容の変更、残土処分場の変更)

・工期の延長 (時効取得手続きの遅延)

・計画交通量の減少

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

項 目
前回評価

(平成31年度)

今回評価
(令和4年度)

残事業 4,36=54,30億 円/12.45億 円 2.48=33.62億 円/13.57億円

全事業 1.10=54.30億円/49.46億円 1.05=70,38億円/67.24億円

8



◆ 図道499号における延長約1.3kmの 2車線区間であり、渋滞解消および歩行者等

の安全確保に寄与する事業である。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約73%[38.6億 円/S3.0億円](令和3年度末)であり、

用地進捗率は面積ベースで約89%となうている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

9

対応方針

(原案)

継続
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再評価結果 (令和 4年度事業継続箇所 )

担  当  課 :県】し振興局道路建設第一課

担当課長名 :坂本 直太

写| 用いて の に

事業
辛イ六 長崎県

事業名
主要地方道佐々鹿町江迎線 (楠泊～矢岳工区)_

延長 2.2 0km起終点 貿薦驚甚と操≒局磋″器編堀
り 至:督雷鷲甚と保詩ポ程″器冥導自

事業概要Ⅲ… 1 幅員が狭小で、急カーブが連続しており大型車同士の離合も困難な状況にあることから、通行車両の円滑

で快適な通行を確保し、産業支援及び安全安心な生活道路の確保を図る事業。

H25年度用地着手 H26年 度工事着手H25年度事業化 都市計画決定 なし

66% 用済延長 0.7 9km進捗率23. 5億全体事業費

計画交通量 3, 382台 /日 (R22)
総費用 i

7

(残早業)/(事業全体)

23/24.67億 円

[

事 業 費:6.67/24.11億 円
維持管理費:0.56/0.56億 円

]

走行時間短縮便益:24.0724.04億 円
走行費用減少便益: l.09/1.09億 円

令和 4年

0. OI

25.14/25.14億円
費用対効果
分析結果

481残事業)

１

　

３

02

事業費変動  :B/C=0.94～ 1.11(事業費 ±10%)
【残事業】B/C=3.13～ 3.82(交 通量 ±1

B/C=3.18～ 3.83(事業費 ±1

事 問変動 :B/C=0.98～ 1.06(事業期間±1

事業について感度分析を実施

B/C=3.34～ 3.49(事業期間±1

動 :B/併0.92～ 1.12(交通量 ±10%)

日物流機能の向上  (水産物の運搬経路の円滑で快適な通行を確保)

・観光産業の発展に寄与する (周辺観光地への円滑で快適な通行を確保)

( 及 上 )にの 不

のよ
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長崎県公共事業評 視委員会

ロ

(主 )佐々鹿町江迎線 (楠泊～矢岳工区)L=220km W=601975)m

道路改築事業
道建-2(主 )佐々鹿町江迎線

(楠泊～矢岳工区)

l

事業主体 長崎県

再評価後変更
再評価
の理由

／
・
〓

ふ

色岳伸社

ォ7智オ
|

亀熱基所:麦所

4ノB(

1

司.審議経過

1.36
【工事概要】
延長2.20km
幅員6.0(9・ 75)m

H25 H32 11.0

H25 R5 16.5 1.12
【当初評価からの変吏概要】
工事内容見直しによる事業資増額

及び工期延長

事業採択後
6～ 9年目

1.02
【前回評価からの変更概要】

用地取得難航による工期延長

工事内容見直しによる事業資増額
H25 R8 23.5再評価後変更

(工期・事業資)
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2.目 的・事業概要 Bこれまでの経緯

◆目的

主要地方道佐々鹿町江迎線は、北松半島の西海岸を周回する幹線道路であり、当

該地域は生産量日本―を誇る「いりこ」をはじめとした水産物の産地で、当該区間はこ

れらの運搬経路となつている。

しかしながら、幅員狭小で、急カーブが連続しており大型車同士の離合も困難な状況
にあることから、通行車両の円滑で快適な通行を確保し、産業支援及び安全安心な生

活道路の確保を目的に整備するものである。

◆事業概要 学
~  

全体計画 延長=2.200m 幅員=60(975)m

計画延長等 L=2.20km

幅   員 W=6.0(9.75)m

計画交通量(R22) 3,382モ手

▼事業経過

平成25年度 事業化

平成25年度 用地買収着手

平成26年度 工事着手

令和 3年度

末現在

790m供用開始済
事業進捗率 66,`(事業受ペース)

用地進捗率 779る (面積ペース)

【令和3年度末現在】

と‐240m L‐ 200m

供用済 供用済

標 準 断 面 図

…~々°

「
    I=と |=こH

3

回
一
一

3.事業の効果・必要性

<生活道路・運搬経路としての安全確保 >
当該地域は生産量日本―を誇る「いりこ」をはじめと
した水産物の産地で、これらの運搬経路となつてい
る北松半島の西海岸を周回する幹線道路であるが、
幅員狭小及び線形不良により安全が確保されてい

ない状況である。これらの解消により車両及び歩行
者の安全確保が期待される。

“

B

矢岳工区

1碗―
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杵 ●

・

大H山

農町中

支

避ケB

0

日本ホ上最西端
神崎二公園

ス、R

4

<観光地へのアクセス強化>
幅員狭及び線形不良の解消により普通
車両及び大型バスの走行性を改善し、
観光地である神崎鼻公園や長串山公園
へのアクセス強化が期待される

IC

西九州自動車道

２

０

４

（
こ

志
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江
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‐‐‐西九州自動車道 (供用済)

・・・・ 西九州自動車道 (未供用 )
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―
  (主 )佐々鹿町江迎線

―
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西海目立公園
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補泊～矢岳工区
L=2 20km
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】
16.5億 円(前回)

→23.5億円(今回)

削 モ
=

鯉

吟
|

5

事業資増の内容 増 額 主な増観理由

D地盤改良工の追加 約30億 円 咆賞調査の結果、軟弱地盤層が確認されたため地盤改良の必要が生した

D工法の変更 約20億円
当初、石橋を盛上で被う設計としていたが、市の文化財担当課協議の結果、石橋を
晩す工法へ変更した

Э残土処理の追加 約15億円 虚土に適さない土賞であつたため、残土処理費が発生。

Dその他 約05億円 芳務費や資材等の単価上昇

百十 約70億円

①地盤改良工の追加

地盤改良エ
H中 層混合処理工法
ロサンドマットエ法

支持層

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費増】
16.5億 円(前回)

→23.5億円(今回)

勤
鍾

吟

6

事業資増の内容 増 観 主な増観理由

D地盤改良工の追加 約30億 円 也賞調査の結果、軟弱地盤層が確認されたため地盤改良の必要が生じた

D工法の変更 約20億円
当初、石橋を盛上で紋う設計としていたが、市の文化財担当躁協議の結果、石橋を
税す工法へ変更した

Э残土処理の追加 約 15億 円 磁土に適さない土質であつたため、残土処理費が発生。

Dその他 約05億円 浄務費や資材等の単価上昇

計 約70億円

②工法の変更

充填エ
ロエアモルタル



4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

境界確定協議中

【完了工期】R5(前回)→ R8(今回)

・用地境界確定に時間を要しており、用地取得が遅延。地権者不明であつたがR3再調査で地権者を特定した。

H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5

用 地

工事

日 25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R3

用地

工事

鳥栖」CT

武と離北方IC

【凡例】

“

供用中

‖111::事 業中

WⅢ WW 未事業化

至)鹿 町

至)佐 々町

7

西九州自動車道、今福IC～調川IC間が平成29年 11月 に、調川IC～松浦IC間が平成30

年12月 に供用開始され、未供用区間の松浦IC～佐 I々C間についても整備中である。

西九州道路が全面開通することで、当該地域へのアクセス向上や交流人口の増大によ
る県北地域の産業日経済・文化の更なる発展が期待されている。

頻意SIC

隈JCT

巨画亘県l Ｎ奉
松浦佐々逍路

小
城
ＳＩＣ

楠泊～

大村湾

8

5.社会経済情勢等の変化

福
■
ＩＣ

1程田市

野
多
日

L宝 19 1km L宝 17 2km

店豫千々賀山miC

1上賀県 |

t,●
="l

伊万里東府招IC

L=2 20km

■1翔海



6.事業の投資効果

項 目
前回評価

(令和2年度 )

今回評価

(令和4年度 )

残事業 3.12=19.9億 円/6.4億 円 3.48=25.14億円/7.23億円

全事業 1.12=19.9億 円/17.7億 円 1.02=25,14億円/24.67億円

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔
ゼ確幣時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔プラス要因〕
・費用便益分析マニュアルの改訂

→原単位 (価格)の増加

〔
碧 薬会喬屠1地盤改良の追加、盛土工から充填工法への工法変更 )

H工期の延長 (用地境界問題解決の遅れ )

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送道路の防災機能強化

◆ 主要地方道佐々鹿町江迎線における延長2.2kmの未改良区間であり、走行性の

向上及び安全性の向上に寄与する事業である。

◆ 走行性や安全性の確保により、佐世保市の水産業並びに観光産業の発展に寄与す
る事業である。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

9

7.対応方針 (原案 )

対応方針

(原案)
継続

10



再評価結果 (令和 4年度事業継続箇所)

担  当 課

担当課長名 :荒木 健児

長崎県

事業

主体
事 業

一般県道区分一般県道久山港線 (久 山工区)

事業名

延長

1.30km自:賞幡繁祭撃 ズれ計 至:賞蒔
起終点

祭撃 病凸諦
事業概要 |

一般県道久山港線は、久山港周辺のスポーツパークいさはや、西諫早産業団地へのアクセス道路として

整備することで、港周辺の有効活用や一般 的としている。目を道34号周辺道路の混雑緩和

H30年度工事着手H29年度用地着手都市計画決定なしH27年度事業化
Okm供用済延長事業進捗率 46.80/o全体事業費 45 億円

計画交通量 7, 800  台/日 (R22)
B/Ci

令和4年

総便益 基準年(残事業)イ (事業全体)用総費

0. 0.

走行時間短縮便益:50,9/50

走行経費減少便益:3,1/ 3.1

l事業全体)1.28

(残事業) 2. 93

l残事業)イ l事業全体l

54.9 /54.9億 円18.7 /42.8億 円

事 業 費:18,4/42

維持管理費 :0.3/0.3億円

更 新 費 : 0/0億円

費用対効果

分析結果

感度分析の結果

【全体事業】交通量変動

事業資変動

事業期間変

: B/C=1

: B/C=1

動 :B/C=1

15-1.42(交通量±10%)
17-1,43(事業費±10%)
18-1,38(事業期間±2年 )

IB/C=2.64-3.24(交 通量±10%)

IB/C=2.67-327(事 業費±10%)

B/C=2,82-3.04(事 業期間±1年 )事業期間変動

【残事業】交通量変動

事業費変動

日地域間の交流推進 (交流人口の拡大)

事業の効果等

あっている。要諌早市よりの意見関係する地方公共

会の意見

事業採択時

島原道路の

より再評価実施時までの周辺環境変化等

一部供用

までの事業進捗率は46.8%、 用地進捗は 9 2.9%と進捗 しており、今後も工事及び用地

して行い、令和7年度の事業完成を目指す。

事業の進捗状況、残事業の内容等

令和3年度末

取得を継続

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

後も工事及び用地取得を継続 して行い、令和7年度の事業完成を地元や関係機関との協力体制のもと、今

目与旨す。

終点部周辺の市道へのアクセス強化をはかるため、水路を暗渠化し新たな市道を設置
施設の構造や工法の変更等

対応方針 事業継続

当と判断される。事業の必要性を たし 果結

対応方針決定の理由

ヽ

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。



令不日4年度 第 1

長崎県′ム`其事業評価監視委員会

ロ

再評価対象事業

道路改築事業

道建-3 -般 県道久山港線

(久山工区 )

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後6～ 9年経過

1

野球場

（‘
勢

羊
||

貝

''ぼ

l

‐
‥
」
＾

脚

i弄

■
ャ
差
ｉ

Ｃ

一

貝il″ 重   ,・

お

い

ガ

′

、

審議経過 再BV価の理由

工期

事業資
(億円)

B/C 概要

君エ 完了

当初

(H26新
'見

評l画 )

日27 R3 20,0 4,90
【工事概要】
延長1.3km
幅員6、 5(1025)m

土木部内報告

(Rl年 度 )

事業採択後5年経過時の

土木吉B内報告
H27 R5 25,0 1.68

第 1回雷議

(R4年度)

事業採択後6～9年経過 ‖27 R7 4510 1128
【当初評価からの変更概要】
・終点市道部の計画変更
・ルート及び三法選定等に時間を

要したことによる工期延長

2



2.目 由勺B事業概要口これまでの経緯

◆目的

一般県道久山港線は、久山港周辺の

スポーツパークいさはや、西諫早産業

団地へのアクセス道路として整備する .

ことで、企業誘致麟地域振興を図り、 :f
また、既設道路からの交通転換を図る

ことで、周辺道路の混雑緩和による社t^山 111

会活動活性化を目的としている。

◆事業概要

◆標準横断図

業経過

▼こ、  _′・

事業進捗率 46.8%(事業資ベース)

用地造捗率 92.9%(面積べ…ス)

構fr転

3

【整備目的】
0交通転換による貝津町交差点の渋滞緩和

0湾湾・産業団地・レクレーシヨン施設等
の臨海地区へのアクセス強化

キ

・
一

ム
」麟
脚
Ч

ツ

・
止
・・ｉ
一オ
住
■
一，
・〓献 4

(一

計画延長等 L=¬ .30km

幅   員 W=6.5(10.25)m

計画交通量(R22) 7,800台

平成27年度 事業化・地元PI実施

平成28年度 地元PI実施・計画説明会

平成29年度 用地買収看手

平成30年度 工事着手

W=6.5 0.25)m
全体延長 L=1.3km

【久山港線整備による効果】

①久山港線の建備により、隅海地区の発生交通二が臨潜遺
路に集中せず、分散が田られる。
このため、大村貝沖練の交通量が減少し渋滞級和が国ら
れる。

②久山港線のパイパス効果で、国連34号の交通力晴換し、
国連34号と大村員浄線の渋滞緩和が図られる。

∵

久山港

く■_1ゝ

■
l.ll

一
ヽ

3.事業の効果日必要性

(htt,:

垂

ハ

f=気



:,:

宏1“埼

事業費:20億円(当初)→ 45億円(変更)

約25,0億円

① 」R跨線橋の詳細設計に伴う増額【+3.5億円】

1.詳細設計による変更
・詳細設計及ぴ」Rとの協議の結果、現場制約に伴う架設計画牢更による増額

・周辺環境対策の追力団こ伴う増額

【当初計画】

空
/

S00t吊 クレーンと台
による,e般を想定

A
赳

吾

事蕉

計

5

認既解 無駐(需盤鷺

● ト

、● ゛f

燃
‐
，ヽ
‐
】

ヽ`

l JRP奪 線橘架設方法の変史
2計画変更(市通切り回し)

用地補償資のよ曽

約6.0億円① JR路線橋の詳細i皓十1こ伴う増額

②終点側の働十画変更に伴う工事費・補償費の増顔 約10.0億円

約3.0億円O軟騒地儀対策の追加こ伴う増額

約6.0億円④その他(労務・資機材単価等の単価上昇に伴う増顔)

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)2/5

←

仮B費 設億 (ベント)

S韓吊クレーン1台

l、 まる分とけ架B史

と

Ａ
山
お

【変更計画】

毒

6



2伽 跨線橋架設作業ヤードに伴う市道の切替え【+2.5億円】

・跨線橋架設作業ヤードの確保に伴い、市道切替が必要となつた。

②終点側の計画変更に伴う工事費・補償資の増【+10億円】

躍鯉 理訴線報 鸞誅百聡聯帽躙
｀

なった。(+6億円)

・上記に伴い、用地及び物件(商業施設、浄化槽)の補償が追加となつた。(+4億円)

【現況】 【計画】

7

8

市道の切替え
伸 Rヤー ド

至 体臨町

I議醒

庁

垂 飯E町
→

市還の切り観ノレート



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)4/5

④軟弱地盤対策の追加に伴う増【+3億円】
・下記区間において、レンコン畑などの田畑が広がつており、軟弱地盤に対する詳細調査を行つたところ、

セメント改良を当初想定していたが、六価クロムが検出されたため、良質土による置換工に工法変更を

行つた。

【完了工期】R3年 (前回)→R7年 (変更)

・地元とのルート変更の調整による延期

・補償内容の協議による延期

い工事追加による事業期間の延デ』

◆工程

前回

五I
■、_4ilミ と_

9

横断図レンヨン畑状況写真

4事 業の進捗状況 (事 業期間の見直し)

‖27 H28 H29 H30 Rl R2 R3

地元調整

測量

地質調査

遭路・橋染設計

用地補償交渉

工事

H27 H28 H29 H30 Rユ R2 R3 R4 R5 R6 R7

地元調整

測鳳

地質調査

道路・格梁設計

用地補償交渉

工事

変更

10



5,社会経済情勢等の変化

◆地域の幹線道路である国適34

号は、H12年以降増加傾向に

あった混雑度は、幾分緩和の

傾向にあるが、依然として交通

混雑が発生している状況。

◆諌早市を分岐点に島原方面ヘ

のアクセス路線となる島原道

路 (諫早インターエ区)、 (鷲崎

～栗面工区)の供用開始。
▲島原遭路の整備状況

国通34号の貝浄棄差点～久山交差点間では、

混雑度が高まるとともに、近年は高止まりの状況

混雑度
2.0

可.5 3

¬.O

0.5

O.0
H12    H17   H22   H27

▲

1

1

~‐‐4 _一 _られ―コ山山田出L劇』薗出出山山山田Htt「璽頌H“L囀姦れエ

6.事業の投資効果

◆ 費用対効果 (B/C)

〔費用〕
・道踏整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔プラス要因〕
・費用便益分析マニュアルの改訂
→原単位(価格)の増加

〔マイナス要因〕
・事業資の増
・工期の延長

項目
前回評価

(平成27年度)

今回評価
(令和4年度)

残事業 2.93= 54.9億 円/18.7億円

全事業 4,90=31.4億円/16.6億円 1.28= 54.9億円/42.8億円

12



◆ 久山港周辺のスポーツパークいさはや、西諌早産業団地と国道34号を結ぷ幹線道

路であり、本事業を行うことにより、企業誘致口地域振興や国道34号をはじめ、大村

貝津線等の周辺道路の混雑緩和を図る事業である。

◆「諌早市」から整備促進を要望されている。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで46.8%(令和3年度末)であり、

用地進捗率は面積ペース92.9%(令和3年度末)となつている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

13

対応方針

(原案 )
継続



長崎県
事業名

主要地方道厳原豆画貴美津島線 (尾浦～安神工区)

1, 9 0kmこ終点 自:堅蒔紫鼻舟毛帝悩謝簑蔚 帝ぽ脈蔚聟静至

ることを目的とした事業。
要

H27年度工事着手H27年 度用地着手都市計画決定 なしH27年 度事業化

0. 9 4km71'% 済延長51.0億 業進捗率全体事業費

2, 426台 /日  (R22)計画交通量

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

13.6/48.1億 円
事 業 資:13.747.9億 円
維持管理資:C.24/0.2+億円

令和 4年

5/48.4億 円

走行時間短縮便益:5C,4/447億円
走行費用減少便益:4.0/8,59億 円

C.13/C.II

費用対効果
分析結果

１

１

　

４

1

1

０

０

00l残事業|

析の結果 事業について感度分析を実施
:B/C=0.91～ 1.10(交通量 ±10%) 【残事業】B/C=3.60～ 4.38(交通量 ±10%)

B/C=3.67～ 4.40(事業費 ±10%)

B/C=4.32～ 4.45(事業期間±1年 )

事業費変動  :B/C=0.93～ 1.10(事業費 ±10%)

間±1年 )間変動 :B/C=1.00～ 1.01(

・防災機能の向上 (災害時の緊急輸送道路としての機能強化)

)円 な の

ている。馬 り

している。tヽ、

雲業の進捗状況、残事業の内容等
71%で 、3 %と しており、令和 8年度の事業完成を目

tヽ のの

に が増加しているが、令和 8年度、その 工

目指し、今後も引き続き事業の進捗を図つていく
の

され
の

事業

県情瀞

4000

5000

500 500

(整 l満後)

標準断面図    (現況)

再評価結果 (令和 4年度事業継続箇所 )

担 当 課 :対馬振興局道路課

担当課長名 :川原 征吾

しそ の の 弓 tヽ て し の 。



令和4年度 第 1

長崎県公共事業評価監視委員会

ロ

再評価対象事業

卜

ｆ
B

道路改築事業

道建 -4 主要地方適厳原豆殴美津島線

(尾浦～安神工区)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

再評価後変更

14e
府一癖盛４い夕．

ir、 ュ
:」

鷺
1

奪
宕霊t:押:il:i

1

1.10
〔工事概要】
延長1.9km
幡貝5,S(7.0)m

H27 H33 20,0

【当初評価からの変更概要】
地担豊改良の追加零に伴う事業量の増加によるエ
期延長
法画工の工法変更や補強土霊工の地盤改良追加
に伴う事業員増額

H27 R6 38.0 1,06事業探択後
眸 経過

H27 R3 51.0 と.01

【第1回密執からの変更概要】
補強主壁背後の法面処理簿に伴う事業量の増加
による工期延長
補強主壁工肖後の法面処理追加やトン和レ発生
生の′J｀割・送搬、法面工の工法変更に伴う事業
費1曽領

再評価後変更

2



◆目的        .
主要地方道厳原豆殴美津島線「尾浦

ィ安神工区Jは、円滑で安全な交通の

確保及び観光等の産業支援を図ること

を目的としている。

◆事業概要

計画延長等 L=1.90km

犠   員 W=S.5(フ .0)m

計画交通量(R22) 2,426台 /日

▼事業経過

改農前 標準断面田

幅員狭小部 断面団

蜘

事業と妙率 71睛 (事業員ベース)

用地造抄率 10096(面積ベース)

起
点

射
島
市
戯
原
町
肥
瀬

協用ヽ安神工盛 S.
無

3

|
玩道

霊常中

整備済

至 豆殿

平成27年度 事業化

平成27年度 用地買収着手

平成27年度 工事着手

平成29年度 用地買収完了

令和4年度 設計完了

・幅員狭小及び線形不良により通行に支障をきたしている。

“緊急輸送適路であるが、災 所がある。

o練 形不良

幅員狭小

災害危険苗所

3.事業の効果“必要性

＼



【事業費増】38億円(前回)⇒ 51億円(今回)

)レエ

①補強土壁エ
・補強土壁背後の上質が想定より悪く、吹付工aロックボルトエの追加

〆
至 厳源

至

面エ ヽ

■■ 法面エ

■■ 補強土壁エ

当初断面口 変更断面国

電4惑 i v"__

虫な増観理由
肉 憲

増観
工 租

約 3.0億円 練強土壁背後の上資が想定より悪く、吹付工・ロックボルトエの追加法画処理工の追加

約 2.S徳田 トンネルずりを流用するために小観の追加
1 補強土壁エ

トンネルずり小割の追加

締 1,3億円 トンネルずりの一部が豊土に適きないと資であつたため、残土夕と分受が発生2
残土処理

工加
トンネルエ

約3.S億円 切土時の地質再綱空により,モルタル映付から吹付法枠に査H対策工法
さE3 法西エ

約 216偉円 労務単価および踏経費事の上昇4 その他

的 1].o億 円計

損凹後地賞状況 編翻後廟壊状況 吹付工・ロックポルト施工後

6

れヽ



4.事業の進捗状況 (事業資の見直し12,)

参考 :吹付法枠◆考:モルタル吹付

②法面エ
E切土時の地賞再調査により、モルタル吹付から吹付法枠に変更

当初断面田 査更断面国

節理面に沿つて崩壊や緩みが発生

ていたこと等、地山の状態が悪く、法
面工の工法を変更する必要が生じた。

7

5.事業の進捗状況 (事 業期間の見直し)

【完了工期】R6(前回)→R8(今回)′

・工事追加、工法変更に伴う事業期間の延期

◆工程

前回

ガ

E法 面エ
■■ 捕強土壁I

H27 H28 H29 H30 Rl R2 R3 R4 R5 R6

瀾a・
'色

質買舎

む路・トンネル設計

鳴地11値 隻′f

lェ〔契

'A解

舞

工BI

H27 H28 常20 ‖30 Rl R2 R3 RA R3 R3 ■ 7 R8

湧■,地貢爾★

凸路 `ト ンネルitil

鴫地指i償 災渉

P安杯解幹

r皐

交更

8

工事違加・工法菫Hに伴う期関増



浄 独
対馬市観光客数推移(年別)

∽六
和理

60′
｀

ス
50賓

40通

30量

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
,走行時間短縮、走行経費減少、交通事故減少

〔プラス要因〕
・大型車交通量の増加
・費用便益分析マニュアルの改定
→原単位(価格)の増加

〔マイナス要因〕
・事業費の増加
・工期の延長

● B/Cでは計測できない効果
'緊急輸送速路の防災機能強化

∞
　
０

（
台

／
日
）

心部

岡

鮎もどし自然公田

利用状況(駐車場)9

大型観光パス

通行状況

rsl

■語▼簿′▼|

去〕V弔
`″

1',ュ

Ⅲ転

■ 苺
'″Ⅲ電

■代H」 Ⅲ讐r
序′▼ガ′

だFV空 ,∵

項 目
前回評価(第 1回審議)

(令和元年度)

今回評価

(令和4年度)

残事業 1.54=39.5億円/25.6億円 4.OO=54.5億円/13.6億円

全事業 1.06=39。 S億円/37.4億円 1.01=48,4億 円/48.1億円

10



◆ 主要地方道厳原豆殴美津島線「尾浦～安神工区Jは、円滑で安全な交通の確保及
び観光等の産業支援を図ることを目的としている。

◆ 事業走捗率は事業費ベースで約71%〔 36億円/51億 円〕(令和3年度末)であり、用地進

捗率は100%となつている。

◆ 尾浦～安神工区の前後は改良済みであり、地元の対馬市からも早期完成が望まれ

ている。

◆ 事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果は見込まれる。

11

対応方針
(原案)

継続



再評価結果 (令和 4年度事業継続箇所 )

担  当 上五島支所建設課

※ の は 、 用いて

担当課長名 :平井 太郎

に
る

長崎県一般国道 384号 (白 魚バイパス)

事業名

0. 6 km耕坐董欝舗条良た粛 至 贅箭鶴話部新笙藍欝謡摺プ自:長 長
起終点

全な交通の良箇所を解消することで、円

の

384号 白 バイパスは、

援を図ることを目的とした事業

R3年度用地着手 R3年度工事着手都市計画決定 なしH30年 度事業化
O km21,1%15.5億 事業進捗率全体事業費

計画交通量 1, 995台 /日 (R22)

走行時間短縮便益:14.41/14.41億円
走行費用減少便益: 1.0/1.0億円

令和 4年

47/15,47億 円

8.

総費用 il残事業)/1事業全体)

12.43/1433億 円

[議韓:峰肌綿〕
費用対効果
分析結果 08

24

1

11残事業|

B/C=0.97～ 1.18(交通量
B/C=0.99～ 1,19(事業費
B/C=1.05～ 1.12(事業期間

±10%)【残事業】B/C=1.12～ 1.36(交通量 ±10%)

±10%)    B/C=1.13～ 1.39(事業費 ±10%)

±1年)    B/C=1.21～ 1.29(事業期間±1年 )

事業費変動
事業期間変動

について感度分析を実施

・周遊観光の向上
・緊急輸送道路の機能強化

の

て いの町

雲業の進 の

進捗しており、今後も引き続き事業進捗を95%
り、令和 9年度の事業完成を目指す。

3 21%で 、

図り、令和 9年度の事業完成を目指す。の

低設の
のに関係

対応方争

当と判

7000

2750 2750
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長 崎 県

ヰ五

奉
- 1   ″  ~｀ 、

‐ 、

一般回遺384号 (自 魚バイパス)

延長 0 6km

※ 総費用と総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがあ
た の 。



令和 4年度 第 1

長臆県
′ム`其事業評l面監視委員会

□

再評価対象事業

道路改築事業
遺建-5 -般 国道384号

(白魚バイパス)

事業主体 長崎県

再評価
の理由

事業採択後5年経過

1

・
ｒ
ｌ

ヽ

≡ド
、ｔ芦
耳
″
〔
ｒ
【ぃ
す
Ｆ

ｉメ

1

ヽ

1。 審議経過

R5 5.5 1,41
【工事概要】
延長と0.6km
幅員=5.5(7,0)m

H30

15.5 1.08
【当初評価からの変更概要】
工事内容の見直しによる事業資増額
環境省協議の遅延による工期延長

事業探択後
5年経過

H30 R9

2



2,目 的・事業概要日これまでの経緯

◆目的

一般国適384号は、島内を繊断し、島南部と中心部を結ぶ重要な幹線適路であり、緊急輸送道路に指定されてい

る。しかし、当該区間は、急カープが連続する等、危険な状況となっていることから、道路整備を行い、円滑で安全

な交通の確保を行い、併せて観光等の産業支援を図ることを目的としている。

◆事業概要       ◆事業経過       ◆標準断面

´′ 霊 奈虫え

計画延長等 L〓0.6km

幅   員 W=5.5(7.0)m

計画交通量

(R22)
ユ,995台/日

平成30年度 事業化

令和3年度 用地買収着手

計画延長 L=0.6km

7008

2750 2750

事業進捗率 21%(事業費ベース)

用地進捗率 95%(面積ベース) R4,3末時点

3.事業の効果・必要性

B急カープが連続しており、通行車両に支障をきたしてる。

い緊急輸送道路に指定されているが、縦断勾配もきつく、安全な走行が確保されていない。

R=
ヤ

R=
生
°
/。

岳 l ri4"f

事業
――‐ 

「
と決Ha皓器道

“
…―" 

“

2凛舞ぶ●BHお

4

生生



4.事業の進捗状況 (事業賞の見直し)

増四 主之増領題由事鎌費増の内専

① :田削土買0責H 的2億円 聰買限生の贈亀 中硯善口開Bの担節

日立公■協いの構鼻、と口爆化″ヽ喪夏② I激画娼理の■E
眩 公■協鳳のB黒、市■圭阻へ夏夏③ I工滋の盗夏 約1,8仁阿

O:残土則■の温瀬 約2億円 日立公■協Hの構暴、置土鳳の凛少

的2,S億 円 ,■や資a材の価格上昇O:そのは

計 的10億円

①掘曲1土質の変更

w2-D●

【事業費増】
5.5億円(前回)

⇒15。 5億円(今回)

積断口

Nol

エ

NolB

5 中硬岩

【事業
機樹1前回)

⇒15,S億円(今回)

平面国

積断図

③輔強土量の増エ
④,_4主 処理のと加

No20

③補強土建の増エ

③残土処理の追加

5

早面田

4事 業の進捗状況 (i事 業賞の見直し)

IH翼増の肉喜 電騒 主な増幅題由

地H■童の働果、中狸HE副の
・
温劇① 旧削土質のAH

儀口処理の賢夏 莉2g円 目立公■協Bの描凩 造E緻化へ翼夏

田宝′▲`日■重の旧黒、籠難 Hへ至夏O 工離の■E
冤土担■の追白H 的2但円 日立公口協困の積亀 E土置の風少

労B覺や資B材の個機上昇O その他

計 出10は円

②法画処理査更
(緑化)

畠工i償



4.事 業の進捗状況

【完了工期】R5(前回)→胆 (今回)

・国立公園区域内の工法等の協議に日数を要した。

・工法変更により、工事期間を延長。

十 ・

国立公園

当初

H30 RI R2 R3 R4 R5

pl担肥査設計

関係機B8協議

隔地・補償

工事

H30 Rl R2 R3 魚4 R5 R6 R7 R8 R9

Rl量調査設計

躇係機関協搬

司地・補償

工事

変受

⇒

6

【世界文化遺産への登録】
・H30.7に r長崎と天車地方の潜伏キリンタン関連遺産」として、頭ケ島教会を含む頭ヶ島の集落が

世界文化遺産に登録され、島内の観光客が増加してきている。

・高級リゾートホテルに富裕層など多くの観光客がきている。

・白魚パイパスの整備により、走行性の向上や時間短縮効果による更なる周遊観光が見込まれる。

頭ヶ島教会観光客数

い釘000

4,OtXl

300m

2け0((l

よ9000

0

47,36よ

36,336

H2917´ ｀

世
界
遺
産
豊
僚

H30,ア ｀

7

5.社会経済情勢等の変化
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6.事業の投資効果

◆

〔費用〕
。道路整備に要する事業費(工事費、用地費)、 道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕
・大型車交通量の増加
日費用便益分析マニュアルの改定
→原単位(価格)の増加

〔マイナス要因〕
,事業資の増
・工期の延長

◆ B/Cでは計測できない効果
・緊急輸送逆路の機能強化

◆ 一般国道384号「白魚バイパス」は、円滑で安全な交通の確保及び観光等の産業支

援を図ることを目的としている。

◆ 事業進捗率は事業費ベースで約210ノ613.27億円/15.5億円](令和3年度末)であり、用

地進捗率は面積ベースで約95%となつている。

◆ 新上五島町からも整備促進を要望されている。

◆ 事業費の増加及び事業期間の延長はあるものの(費用対効果が見込まれる。

8

9

今回評価

(令和4年度)
項 目

前回評価

(平成29年度)

1.24=15.47億 円/12.43億円残事業

1,08=15.47億 円/と4.33億円1.41=6.67億円/4.73億 円全事業

7対 応方針 (原 案 )

対応方針

(原案)

継続



再評価結果 (令和4年度事業継続箇所)

:山田巳当際 離:

亭票
孝後 昼崎彙主要地方逆平戸田平線 (向月工区)

事業名

延長 1. 5 6km題終点 自:笙埼紫単讐杵鼻皐苛

'博

各 至!堅蒔紫単哲帝尋手Υ商宵
事業概盈 _J主要地方適平戸田平想 (向月工区)は陰路および線形不良区間の解消により円滑な交通を強保し、産業の支援を

図るとともに安全安心を確保することを目的としている。

H29年度工事着手H25年度用地着手H24年度事業化 都市計画決定 なし

o. o9km22.2億 23% 済延長全体事業費

計回交通量 982台/日 (R22)

[

事 業 費:21.1/80,臨 円
維持管理1:0.4/0.4億円 〕

走行時間短縮使埜:30,S/m5億円
走行費用減少使埜:2,721'億 円

4/33.4億円21.5/30.臨円

令和 4年

& 0,

1

1

1 55

９

９

０

０

IB/併0.98～ 1.19(交通量
:B/C=1,00～ 1.20(事 業貴

±1鶴)【残事業】B/C=1.40～ 1.

圭10%)     B/併 1,41～ 11

６９

７２

６３

±10監 )

±10%)

間±1年 )

交通量
事業資事業資変動

について感度分析を実施

:B/←1.05～ 1.15 50～ 1±1年 )

・生活道路として 強化 (

に

確保に
よ 産業のる を支援 る囲し 輸送効率化

害時り災よのてし 向上の走行性 び代及 誉路線生活逮路と

て い平

してし

ある。地元からの強い要望と

を継続し令和8年度の完成を目
2396・で、

めにも、
3

ているが、令和 8年度の事業完成を目指し

後も引き続き事業の進抄を図つていく。

ヽ
:こ

対応方針  ~ I事業継続

、事業継続が要当と判断される ェ
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I I :

令和4年度 第 1回

長崎県公共事業評 視委員会

道路改築事業
道建-6 主要地方道平戸田平線

(向 月工区)

:

事業主体 長崎県

再評価後変更 (事業費・工期)

再評価
の理由

轟i

むッ浦瀬港
マ

.▼

"′t'

向月二区
｀
ぅ I L=1,56km W 5,517.0,m

を い々,

おia町

/T

Ｎ墓
毎

拿

1

1.審議経過

1.22
【工事概要】

延長1.56km
幅員5.5(7.0)m

H24 Rl 16.2

1.12

【当初評価からの変更概要】
・ トンネ)レ支保パターン変更や

地盤改良追加による事業費増
・上記変更の検討による正期延長

事業採択後
10年経過

H24 R6 22.2

H24 R8 30.8 1.09

【第1回評価からの変更概要】
・盛土材購入や トンネルに関する

変更等に伴う事業費増
・地元調整に伴う工期延長

再評価後変更

(事業賣・工期 )

2



2.目 的・事業概要口これまでの経緯

◆目的

主要地方道平戸田平線(向 月工区)は県内有数の水揚げ量を誇る宮ノ浦漁港へ至る区間

である。また宮ノ浦地区から平戸市中心部への通勤や、紐差地区にある二次救急医療施設
への搬送の際に利用する唯―の道路である。除路及び線形不良区間の解消により、円滑な

交通を確保し、産業の支援を図るとともに、安全で安心な交通の確保を目的としている。

◆事業概要 ◆事業経過 ◆標準断面

計画延長等 L==1.56km

幅 員 W=5.5(7.0)m

計画交通(R22) 982台/日

平成24年度 事業化

平成25年度 用地買収着手

平成29年度 工事着手

令和3年度末現在 85m供 用中

至

宮
ノ
浦

Ｎ

‐
‐

心
付

斗

平
戸
市
街

3

(産業の支援〉
当該区間は宮ノ浦漁港から都市部方面への鮮魚運搬車通行区間になつているが、道路幅員が狭く線形も屈曲し

ており円滑な通行に支障をきたしている。宮ノ浦漁港は平戸市内で陸揚額が最も高く、運搬車両の大型化も見込

まれ、本工区の整備により運搬車両の走行性を確保することで、輸送効率化による水産業の支援が図られる。
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事業進捗率 35%(事業費ベース)

用地進捗率 100%(面積ベース)

【令和3年度末現在】

3.事業の効果・必要性

鳳 1lh B多揚 寄百(百 万 円 】順 位 漁港名

1 宮 ノ 758

2 生 ナ 636

m 3783

写真② 線形不良による車線はみ出し写真① 幅員狭ガЧこよる離合困難

平戸市民病院

西九州自動車道

宮ノ浦
漁港

拡大図

写真②

写真O
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

【事業費】

22.2億円 (前回 )

⇒30.8億円 (今回)

向月工区 画 =1,560m 員=55(70)m

至

宮
ノ
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戸
市
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増額事業費増の内容

約30億円 当初想定していた公共残土の発生の見通しが立たないため、

盛土材を他工区流用土から購入土へ変更。
①盛土材の購入

セメント系固化材の配合量の増加。②地盤改良の変更 約1.0億 円

約20億円 工事用道路の仮舗装・交通誘導員の増員。③トンネルに関する変更

社会情勢の変化による資材単価の上昇。④資材単価の上昇 約16億円

⑤環境対策 約10億円 令和3年8月 の大雨で河川へ土砂流出がみられたことから、

河口付近に汚濁防水膜の設置及び水質調査の実施。

約86億円計

業

□ 現道

囲 整備中

‐ 整備済

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増額

①盛土材の購入 約3.0億 円 当初想定していた公共残土の発生の見通しが立たないため、

盛土材を他工区流用上から購入土へ変更。
，

一
一
一一
・ナ
・

近隣工区
(残土発生 )

ギB・

向月工区
、 (盛 土材不足 )

― ャ
=●

■

当初、近隣の事業箇所で発生する公共残土を受け入れる予定だつたが、近隣工区の事業進捗が計画より時間を要している。

公共残土の発生時期の見通しが立たないため、盛土材を購入土へ変更することとなった。

公共残土

う購入土

ネ甫S食
=L

⇒購入土

公共残土
⇒購入土

グ '
≡ 一`/
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盛上部横断図
盛上部断面図



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増額

②地盤改良の変更 約1.0億 円 セメント系回化材の配合量の増加。

前 回 現場における均―な混合が確保できる一般的な添加量 (セメント系回化材 :50kg/m3)を 想定。

じ
今 回 現地採取土によリー軸圧縮試験を実施したところ、想定以上に添加量を増やす必要があることが判明。

(セメント系回化材 :395kg/m3)

No 7

No 69

安山岩
(N値 130)

風化安山岩
(N値 26)

No.67

崖錐堆積層
(N値 9)

き

甚
撃

蜘
　

則
　

割
　

卵
　

ｍ
　

ｍ
　

帥

395kg/m3

安山岩 風化安山岩 崖錐堆積層
(N値 782)(N値 88) (N値 9)

フ

中層混合処理工法

28日

4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増額

③トンネルに関する変更 約2.0億円 工事用道路の仮舗装日交通誘導員の増員

【トンネルエ事用道路の仮舗装】
・大雨による路盤流出防止(R3.8流出)とダンプトラツクの走行性確保のため仮舗装を追加(写真①)

【交通誘導員の増員】
トンネルエ事着手の環境が整ったことにより、地元関係者との協議を行つた結果
・工事車両と、固場整備事業や地元住民との交錯が懸念されるため追加配置
・幅員狭小で見通しが悪い区間が存在するため追加配置
・トンネルの残土仮置場の出入り口に追加配置

【積算歩掛の変更】

写真②

写真①

追加配置

追加配置

当初予定

ゝ



4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増額

④資材単価の上昇 約1.6億円 社会情勢の変化による資材見積単価や特別調査単価の高騰

◆令和3年 7月 からの単1面上昇 ◆特別調査結果に基づく単価上昇

(t当たり)
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40000
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(t当 たり)

20000

15000

10000

5000

0

(k=当たり)

50000

40000

30000

20000

10000

0

2割増

→

H形鋼 日R37日 R47

鉄筋

日R37 日R47

火薬 日H27 日R4
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4.事業の進捗状況 (事業費の見直し)

事業費増の内容 増額

⑤環境対策 約1.0億円 令和3年8月 の大雨で河川へ土砂流出が見られたことから、河口

付近に汚濁防水膜の設置及び水質調査の実施。

事 手`|

|

土砂流出

汚濁防止膜の設置

予か
れ ▼全

/

| ィ
ー  

ー
.|

偽ヽ
＼

1。



4.事業の進捗状況 (事業期間の見直し)

【完了工期】R6(前回)→ R8(今回)

コ地元調整と追加工事 (工事用道路、環境対策等)による延長

至

平
戸
市
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【第1回審議】

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

Ｈ ３‐

　

Ｒｌ
R2 R3 R4 R5 R6

損!量

設計

用地補償

本工事

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

Ｈ ３‐

　

Ｒｌ
R2 R3 R4 R5 R6 R7 R3

則量

設計

弓地補償

を元調整

本工事

吟

平成30年に西九州自動車道 伊万里松浦道路の調川IC～松浦IC間が供用開始さ

れ、都市部への移動時間が短縮された。

また、今後については、国により事業中の松浦佐々道路や、NEXCO西 日本により事

業中の佐々IC～佐世保大塔IC4車線イ峰が整備されてくることから、宮ノ浦漁港で水

揚げされた水産物の都市部への輸送に係る効率化の支援が図られ、交流促進に

伴う地域の産業区経済口文化の発展も期待される。

保大塔lC,

ヽ ぉ

□ 現道
□ 整備中

‐ 整備済

□ 圃場整備事業

4.社会情勢の変化等

西九州自動車道

●
松浦Ic調川tC

′ 、4′ 力ヽ!,iれ

宮ノ浦漁港

向月工区 渡佑うと町
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9.事業の投資効果

項 目
前回評価

(令和3年度 )

今回評価

(令和4年度 )

残事業 1.49=25.1億 円/16.9億 円 1.55=33.4億 /21.5億

全事業 1.12= 25.6億 円/22.8億 円 1.09=33.4億 /30.6億

◆ 費用対効果(B/C)

〔費用〕
・道路整備に要する事業費、道路維持管理に要する費用

〔便益〕
・走行時間短縮便益、走行経費減少便益、交通事故減少便益

〔プラス要因〕
J費用便益分析マニュアルの改定
→貨物車原単位 (価格)の増加

〔マイナス要因〕
・事業費の増
・工期の延長

◆ B/Cでは計測できない効 果
・第2次救急医療施設入のアクセス向上

13

◆主要地方道平戸田平線(向 月工区)は県内有数の水揚げ量を誇る宮ノ浦漁港へ至る区間であり、また宮

遭騨躍:軍財離 忠翻栄瑞 賭鶴譲堺駆嶋擢管理疑餅ポ
安全安心の確保に寄与する事業である。

◆事業進捗率は事業費ベースで約23%[7.1億円/30.8億 円](令和3年度末)であり、用地進捗率は面積ベー

スで100%となつている。

◆平戸市から整備促進の要望を受けている。

◆事業費の増額、期間の延長はあるものの、費用対効果が見込まれる。

10.対応方針 (原案 )

対応方針
(原案)

継続
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